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第 11 回日本健康・スポーツ教育学会学術大会開催のお知らせ 
 

９月に入っても、暑い日が続いていますが、工夫しながらお過ごしのことと存じます。 

さて、日本健康・スポーツ教育学会第 11回学術大会を令和７年２月 23日（日）に開

催します。 

 皆様には、毎年、多大なご尽力と積極的ご参加をいただき、心から感謝致しておりま

す。 

昨年の 10周年記念学術大会（http://www.jhse.jp/meeting/report_10th.html 参照） 

も皆様のお陰で、10周年にふさわしく成功裡に終わりましたが、終了時間を早めて欲

しい、口頭発表の時間数をもう少し長くして欲しい、一会場での参加者数を均等にし

て欲しいなどの要望を反映して、大略、以下の要領（案）で実施します。 

引き続き一層のご支援とワークショップ、一般口頭発表への積極的応募をお願いい

たします。一般口頭発表では、日々の実践報告等も歓迎します。 

開催案 

1. 日時；令和７年２月 23 日（日） 11:00〜16：００（案） 

＊開始時間を午前中に変更しましたのでご留意ください。 

2. 場所；日本ウェルネスＡＩ・ＩＴ・保育専門学校 

      Zoom 可。 

３. テーマ; 統一テーマ「健康・スポーツ・教育の連携による幼少年期からの生きがい創り」 

メインテーマ 「幸せに生き抜く力の向上（仮）」 

人生 100年、AI、予測不能な時代の到来に向けて、幸せに生き抜いていくには、変

わりゆく環境の中で生きがいをもって働くための自立心や思考力、周囲と良好な関係

を築くコミュニケーション能力や協調性、新しい技術への適応力などの非認知能力を

培うことが重要です。 

今年の FD 研修会（https://www.nihonwellness.jp/fd/参照）でも、その非認知スキル形成とし

てエゴグラムに絞って体験学習したところ、好評でしたので、外部に向けても理論面、実践面でよ

り広範囲に深く周知していくために、学術大会でも取り上げることにしました。 

自己実現、生きがいなどに関わる体験、実践、研究の発表を切望していますので、

ご自身は無論のこと周囲の方にも働きかけて、ご協力いただきたくよろしくお願いい

たします。 

 

3. 「参加の有無」 「演題申し込み」 案； 令和６年 11月 1１日（月）必着 

＊ 詳細は後日、メールにてご連絡します。 

4. 講演集 原稿提出締切日 案    令和７年 1月 13日（月）必着 

http://www.jhse.jp/meeting/report_10th.html
https://www.nihonwellness.jp/fd/


＊詳細は後日、メールにてご連絡しますが、次の執筆要・領留意点に従って、今

から準備ください。一般口演の 1演題発表時間は計２０分にしましたのでご留

意ください 

[講演集原稿の執筆要領] 
※主として一般口演。大会長講演、特別講演・教育講演・ワークショップ・パネルディスカ

ッションはこれに準じて下さい。 

（1）一般口演の 1演題発表時間は 15分、質疑応答 5分、計 20分とします。 

（2）講演集原稿のフォントは、表題 MSPゴシック体（14ポイント）、発表者（共同研究者）、

キーワード３つは MSP明朝体（12ポイント）、研究内容は MSP明朝体（11ポイント）で

作成して下さい。（下図参照） 

※マイクロソフトワード（Windows、Mac）で作成して下さい。 

[講演集原稿作成上の留意点] 

• 原稿は必ず上記 2頁にまとめてください。一般口演 15分で 2項を基準にして、特別

講演などは、例えば、40分であれば 8項以内にしてください。 

提出された原稿はそのまま講演集に掲載します。事務局では一切訂正・加筆を行い

ません。図表のレイアウトも含め、完全な原稿として提出してください。 

• 1ページの文字数と行数、余白等の書式は変更しないでください。 

• テキスト（文章）のフォントを厳守し、図表を挿入した場合のフォントの大きさは、バラン

スを考慮し任意設定してください。 

• 英数字は全て半角を使用してください。 

• 筆頭発表者名の左に○を、その次に共同研究者名を明記下さい。発表者全員の所

属は、右上付文字で＊１を使い、発表者氏名と対応させて記入ください。 

• 【目的】【方法】【結果】【考察】【まとめ】までは【 】で括ってください。また、各項目構成

は発表内容に準じ発表者の判断で、【結果および考察】【結論】等に変更してもかまい

ません。 

• 図 A4判横書き（用紙は縦）2ページ （余白は上下左右とも 30mm） 

 
• プロフィール作成：大会長講演、特別講演に限り、経歴、専門、著書を簡潔にお願い

します 

• パワーポイントの作成 

・バージョン；Window 用「Power Point 2010」もしくは Mac用「Power Point 2010」 

・スライド枚数；原則として 10枚前後でお願いします。 

・ファイル名には必ず発表者名を入れて下さい。 

･発表用データは USB メモリにて発表会場受付にご提出ください。 




